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３．「死に方」を考えてみるための関連調査の実施	

【特定非営利活動法人咲良の会理事	 岩手県立大学総合政策学部教授	 倉原宗孝担当】	

	

	 ２章では、特定非営利活動法人が本事業で行ってきた「多様な居場所づくり」や「自

己表現のための機会づくり」、さらには「人生を振り返り、死を考えてもらうための勉強

会」等の試みについて報告した。	

	 しかし、それだけでは「このような活動をしました」という報告でしかなく、この活

動が持つ意味や、今後に向けての課題や方向性を十分に議論・検討できないまま終わっ

てしまいかねない。	

	 そこで３章では、咲良の会理事であり岩手県立大学総合政策学部教授倉原が主担当と

なり、同じく咲良の会理事である特別養護老人ホームしゃくなげ荘施設長山本進氏や咲

良の会事務局長橘宜孝氏の協力を得て、「施設における高齢者看取りの現状」について実

施した調査の内容を報告する。	

	 これは、今後日本において益々その比率が高くなるであろう（その理由については次

頁に記す）高齢者施設での看取りが、現時点ではどのようなものであるか、その一端を

知るための調査であり、「安心して死ねるということはどういうことか」を模索するため

の初歩的な調査のひとつでもある。	

	 本事業における居場所づくり事業や勉強会事業への参加者（受益者）となってくれた

基町や高陽の高齢者の方々（及びそのご家族）も、早晩この調査の対象者となる。	

	 この調査の結果が、これらの高齢者（及びそのご家族）の方々が、今後直面するであ

ろう「終末」について、それを考えイメージするための手がかりをもたらしてくれる者

と期待している。	

	 なお、この調査に関して、調査員全員に係る調査旅費は、岩手県立大学倉原研究室が

別途研究費を得て支出し、特定非営利活動法人咲良の会からは、本報告書執筆および調

査作業並びに集計・分析作業に係る実費人件費（監修者である倉原を除く）のみを支出

いただいた。	

	

３−１．本調査の背景と目的	

（１）前提となる認識	

① 我が国の介護サービスにおける看取り介護の置かれている立場	
	 人類史上初のペースで進む日本社会の超高齢化の流れは、同時に老衰死の増加ももた

らしている（そして今後当面ますます増加する）。しかし従来のように病院だけに依存す

る体質（病院完結型医療）では、質的にも財政的にも限界を迎えるのは自明である。（と

うに限界は超えているといえよう）。よって「地域包括ケアシステム」という概念が誕生

した。	  
	 これは医療行政側の都合だけではない。核家族化や少子化、共働き、未婚世帯等の増

加によって地域や家族という概念・機能も崩れつつある。古くからの地域社会の中では

「家」・「家族」そして「地域」が看取りを担ってきたが、もはやそれは不可能となり、

前述の医療提供体制の変革（地域包括ケアシステムへ）とともに、施設看取りへの比重

が高まらざるを得ない状況を迎えた。 
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② 本調査に取組む上での考え方	
●	自宅や病院或いは高齢者施設で死を迎えられない高齢者が増えている。高齢者施設

の中には看取りにチャレンジする施設も増えてはいるが、「とりあえず入院させる

ことなく施設内で死を迎えさせればいい」という安易な“なし崩し的看取り”の施

設も見受けられ、量的・質的の両面において大きな課題を残すところとなっている。

今後	“良心的で人道的な”看取りを増やしていくための国家的な取組み・運動が不

可欠といえる。そして、こうした施設内看取りを推進していくためには、高齢者本

人の意思表明と家族の理解が不可欠であり、そのためには、「あんな死に方を希望

します」と多くの高齢者や家族に安心してもらえるような看取りの成功事例、QOD

（Quality	of	Death）のモデル事例を多数増やし、その様子を社会に発信していく

ことが肝要であると考えている。いわゆる、国民に対する Death	Education といえ

るだろう。	

●	次に「ナラティブケア」の問題がある。高齢者の人権、いや全ての者の人権を守る

ためには、その人の人生のストーリー（来し方）を理解して、最期までその人らし

い人生を徹すことの支援をする「ナラティブケア」が普及・浸透していかない限り

真の意味での人権先進国とはなり得ない※１。	

●	そして三つ目のポイントが、「高齢者自身の意思、リビングウィルによる最期の迎

え方」を推進することである。高齢者自身の意思が不明確なまま、家族も判断がで

きないまま、不必要ともいえる終末期の延命医療が行われているケースがまだまだ

少なくない。自然な老衰死を妨げチューブと医療機器に繋がれたままの死の迎え方

を、我が国はそろそろ見直さなくてはなるまい。そのためには「高齢者自身の意思、

リビングウィル」が不可欠なのである。	

	

（２）本調査の目的と概要	

	 	本調査における協力施設（社会福祉法人鹿追恵愛会	 特別養護老人ホームしゃくなげ

荘）では、ナラティブケアを標榜するとともに、これまで６０件（2016年度介護保険に

看取り介護加算制度による加算対象案件＋それ以前の施設内看取り案件を合わせた数）

を数える施設内看取りの経験（事例）を有している。	

	 	調査では、協力施設の看取りに関する保存資料や職員の記憶等により、これら過去の

事例から、施設内看取りにおける課題や推進ポイントを再度洗い出し調査を行うととも

に、遺族（親や配偶者を協力施設の看取りで送り出した家族）に対するヒアリング調査

を実施することで、家族・遺族の視点から、それら過去の看取り事例の評価と、そこか

ら導き出される「これからの看取り推進における期待やクリアすべき課題」の整理を試

みるものである。	

	 そして、それら調査結果を公開することで、施設内看取りに取り組もうとしている全

国各所の施設や、看取り施設を求めている全国各地の高齢者・家族に“ひとつの手がか

り”を提供しようとするものである。	
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３—２．調査計画	

	 これまで、協力施設（社会福祉法人鹿追恵愛会	 特別養護老人ホームしゃくなげ荘）

においては、ナラティブケアの考え方を重視しつつ、慎重に施設内看取りに取り組んで

きた。	

	 本研究では、同施設のこれまでの取り組みに関し、記録の整理による再評価（主とし

て外部研究者からの視点による）、自己評価（施設役職員側からの評価）に加え、同施設

で親や配偶者を看取った家族（遺族）からの視点を加えたより客観的・多角的評価を試

みるものである。	

	 本研究によってもたらされる調査結果・各種資料は、全国各所で看取りに取り組もう

としている施設関係者だけでなく、これから自らの死に向き合おうとする高齢者、さら

にはその高齢者を送り出そうとしている家族にとって、参考にしてもらえる貴重な知

識・知恵になるものと期待している。	

	 本調査は、次の（１）〜（５）に示すような内容で進める。	

	

（１）過去の看取り事例の記録再調査	

	 協力施設が有する施設内看取り事例（５０例程度）の記録を再整理し、（２）や（３）

の調査設計に必要な次のようなポイントを整理する。	

・	属性（同居・別居家族構成、職歴・生活歴、病歴、介護状況歴など）	

・	とりわけ看取りに関する本人のリビングウィルや家族同意の状況（時期や段階など）

に関する客観的事実の記録	

・	施設内におけるケアや本人状態の特徴（入所時、入所生活時、看取り末期、死後等）	

（２）遺族対象アンケート調査	

	 約５０遺族を対象に郵送依頼・郵送回収方式によるアンケート調査を次のような内容

で実施。	

・	入所申込・アセスメント時、入所生活時、終末期、臨終・看取り時、死後等におけ

る各関係者（施設側、担当職員、医療側）に対する満足・不満・要望点他	

・	故人の人生の来し方への理解（ナラティブケアへの認識・期待）	

・	協力施設の実施しているナラティブケアの実験的取り組み『人生劇場紙芝居』※２に

対する認知や評価	

・	今、当時に戻れるとすればやり直したい点、もっと改善・工夫したい点	

・	ヒアリング調査への協力意思	

（３）遺族対象ヒアリング調査	

	 （２）のアンケート調査結果から、さらに一歩二歩深いレベルでの遺族評価を確認す

るために、最低５家族、最大１０家族程度の遺族を選び（アンケート調査での協力意思

を優先）ヒアリング調査を実施する。	

	 調査は、訪問面談形式または施設での面談形式で行い、アンケート調査でも質問した

次のような内容をさらに詳細に聴き取りする。	

・	入所申込・アセスメント時、入所生活時、終末期、臨終・看取り時、死後等におけ

る各関係者（施設側、担当職員、医療側）に対する満足・不満・要望点他	

・	特に医療側に言いたかったこと、言えなかったこと	
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・	故人の人生の来し方への理解（ナラティブケアへの認識・期待）	

・	故人の人生の来し方に対する遺族の認識	

・	協力施設の実施しているナラティブケアの実験的取り組み『人生劇場紙芝居』に対

する認知や評価	

・	今、当時に戻れるとすればやり直したい点、もっと改善・工夫したい点	

（４）役職員グループインタビュー調査	

	 （２）及び（３）で調査した遺族からの評価に対して、ここでは協力施設役職員（施

設長・副施設長、及び当時担当していた介護・看護スタッフ）等の意見を訊く。	

	 またその際、１人１人を対象とした個別ヒアリング調査ではなく、意見が出やすいと

思われるグループインタビューで実施する。	

（５）遺族調査及び役職員調査の突き合わせによる課題やポイントの整理	

	 （２）・（３）の対遺族調査と、（４）の対役職員調査の結果を突合することによって、

これまで連携施設で実施されてきた看取りに関する評価ポイントや課題の整理をより客

観的に行う。	

	

	

※１	 ナラティブケア	

	 ナラティブとは「語り」や「物語」を意味するが、出来事を物語的に理解・解明しようとするアプ

ローチの方法が臨床分野でも注目される。「ケアという行為は、科学的説明の及ばない場所と深く関係

している。その場所とはすなわち、ひとの『人生物語』が見え隠れする場所、『意味』が生起する場所

である」（野口裕二『物語としてのケア-ナラティヴ・アプローチの世界へ-』医学書院，2002年）。	

	 我が国の施設介護の多くは、残念ながら大半が牧人的管理（施設に暮らす高齢者を、牧場の羊のご

とく、肉体的健康状態のみに注視して介護・管理する）レベルにあるといえる。ともすると制度や管

理、介護・医療技術が重視される施設現場において、その人の人生のストーリー（来し方）を理解し

て、最後までその人らしい人生を徹することを支援する「ナラティブケア」の普及・浸透が今日強く

求められている。	

	

※２	 人生劇場紙芝居	

	 本調査研究メンバーらは以前に、高齢者（特に終末期に向かう高齢者）に対するナラティブケアの

実現に向けた紙芝居創作を試みた。それは個人の人生に着目し「人生劇場紙芝居」と題して行った、

取材、編集、創作、実演という一連の紙芝居創作の取り組みで、本報告でも取り上げる故人２名が主

人公になっている。また介護現場では近年、「人生紙芝居」として同様の取り組みが試み始められてい

る（Bricolage、2019年,2･3月号，特集･介護紙芝居）。	
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３-３．遺族対象アンケート調査	

（１）調査の概要	

	 本調査における協力施設、社会福祉法人鹿追恵愛会特別養護老人ホームしゃくなげ荘

では、これまで６０件（2016年度介護保険に看取り介護加算制度による加算対象案件＋

それ以前の施設内看取り案件を合わせた数）を数える施設内看取りの経験を有している

が、本調査においては、この中から遺族と連絡がつき、かつ遺族への協力依頼が可能と

目される４３件の遺族を対象に下記のような内容のアンケート調査を実施した。 
１）	調査内容 

アンケート調査票をP１９〜P２２に示すが、その主な内容は次の３点である。 
・	しゃくなげ荘における看取り介護サービスに対する評価や意見 
・	自分自身の最期の迎え方に関する希望や考え方 
・	回答者と故人との関係 

２）	調査対象と調査方式 
平成３０年１１月までに看取り介護サービスを実施した６０件のうち、遺族との

連絡が可能で協力依頼も可能と思われる４３件分に関して、その身元引き受け人

に宛てて郵送配布・依頼及び郵送回収方式でアンケート調査を実施した。 
個人情報保護の観点から、郵送発送はしゃくなげ荘にお願いし、回答票のみ岩手

県立大学宛てに郵送してもらう方式とした。 
調査実施主体や回収先は、調査依頼先（回答者）からの信用を得やすいというメ

リットもあり、岩手県立大学倉原研究室が担うこととした。 
３）	実施期間と回収率 

平成３０年１２月１３日に発送し、約１ヶ月間で３７票の回答票が回収できた。 
回収率は約86.0%であり、遺族の関心の高さをうかがい知ることができる（発送
後、回答の催促等は一切行っていない）。 

４）	アンケート調査票 
次頁より配布したアンケート票を掲載する。 
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３−２	 アンケートの回答結果	

１）故人と回答者の関係について（質問１、質問２−１、質問２−２） 
	 今回のアンケートの回答者で多いのは、「故人の子ども」で、「同居歴が２０年以上、

３０年以上」で、「現在も同居または近居（別居ではあるが町内または周辺市町村に住む）」

という方々であると思われる。 
	 ただ、兄弟姉妹やその他の血縁者または姻族という回答も合わせて25％ある。 
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２）看取り介護同意の際の説明のわかりやすさについて（質問３−１、３−２） 
	 看取り介護の同意書を交わす際の事前説明が理解できたかどうかについての質問であ

るが、医師からの説明、施設からの説明、両方とも概ね理解されていると考えて良い。 
「ほとんど理解できなかった」と答えた方が１名いたが、これは他の事情により生じた

不満を、この回答にもぶつけたものではないかと推察される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）終末に関する故人の意思の確認について（質問４） 
	 この設問に関しては、アンケート票の印刷ミスから回答選択肢の表記内容が誤まって

いた。 
	 しかし、多くの回答者が選択肢だけでなく自由記述で回答の意味を説明してくれてい

たことから、概ね次のような傾向であると判明した。 
① 口頭または書面にて故人の意思を知っていた者・・・約４割弱 
② 故人の意思を知らなかったか、或いは理解できなかった者・・・約６割弱 
	 また、知らなかった、理解できなかった理由を次に列記するが、「認知症」等をあげる

声が少なくなかった。 
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− 	
	

78%	

19%	

3%	
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耳が遠く話ができなかった。 

元気であったのに急に具合が悪くなり、その話ができなかった。 

認知症が進んでいたので意思の表明はなかった。 

認知症になり理解が困難。 

口がきけないためわからなかった。 

個人の考え方は聞いたことがない。 

認知症のため。 

故人は単身だったので、介護する私どもの考えに従っていた。 

本人の口から直接聞いたことがなかった。 

そのような話をしたことがなかった。 

特に何も聞いていなかった。 

私たちができることは何でもしてあげようと思った。 

話をしたことも、書面で見たこともない。 

口頭で聞かされ、また書面にも残していました。 

認知症の進行が早く、また私の仕事もあり、直接本人と話し合う機会がありませんでした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）しゃくなげ荘の看取り介護サービスに対する満足度 
	 しゃくなげ荘の看取り介護サービスに対する遺族の評価は極めて高いといえる。 
「十分満足」と「まあまあ満足」を合わせると９割を超える。また「十分満足」だけで

も76%にも達する。 
	 その評価の理由は、自由記述回答の内容（次頁に列記する）からわかるが、しゃくな

げ荘がいかに入所者や家族に対して誠実で考え方が伝わりやすい介護サービスを提供し

ているかが手に取るようにわかる。その様子は後のヒヤリングでも詳しく伺えた。 
	 なお、次頁の自由意見では、研究者側がキーワードやポイントであると判断した部分

に太斜字・下線処理を施した。 
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	 しゃくなげ荘の看取り介護サービスに関しては、遺族からの評価が非常に高いといえ

るが、そのポイントを整理すると次のとおりである。 
●	親切、詳細、丁寧な説明 
●	日々の様子や変化があった時などに関するこまめな報告、連絡 
●	医療との密な連携 
●	できるかぎり本人の状態や希望、家族の意向に寄り添う“個であること”を尊重し

た対応 
●	制約、制限等の少なさ（家族からみて自由度が高い） 
●	本人への徹底した寄り添い型介護と、そこから生まれるプラスアルファ的対応 

・	アロママッサージや野球の話題の話し相手 
●	コミュニケーション・関係を円滑にする基本動作の徹底 
・笑顔（嫌な顔ひとつしない） 
・挨拶 

 
	 ちなみに「やや不満」と答えた回答者が２名いたことも報告しておく。 
１名は、「父が亡くなった時、老人ホームからの電話で『息をしていないんです』と言わ

れて。もちょっと他に言い方がなかったのかなと思いました。」とのことであった。あと

１名は内容不明であった。	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５）自分自身の最期に関する考え方（質問６−１〜６−５） 
	 家族・親族（多くの場合は親）を看取った遺族（多くの場合は子ども）に対して、や

がて将来訪れるであろう自分自身の最期に関する考え方を質問した。 
【質問６−１：自分自身の最期や看取りについて考えたことがあるか】 
	 「よく考える」と「たまに考える」という回答で８割を超える。 
 

82%

15%

3%

− 	
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【質問６−２：故人の看取りで影響を受けたか】 
	 これも、「大いに影響を受けた」と「多少影響を受けた」の回答が９割を超える。 
	 「親の看取りをすることで子が死を学ぶ、考える」ケースが多いのではないか。 
	 昨今、日本の子どもや若者が「人の死から遠ざけられている」ことの弊害が論じられ

るが、親はもちろんのこと、祖父母の死から死に接することによって、自然と「死の学

びのリレー」が形成されていくのではないだろうか。 
	 ちなみに、次章４の遺族ヒアリング調査で調査 No.1 で報告している家族の場合、男
性の人生を描いた紙芝居上演を、もう死が間近な男性を囲んで、その子や孫たちが一緒

に鑑賞した。そして「我が父」、「我が祖父」の人生と死を子孫たちは感じ、学ぶことに

なったのではないかと推察される（調査 No.1 の娘のヒアリングでそのことが言及され
ている）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

54%37%

9%

− 	

56%
36%

3%

5%
0%

− 	 	
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【質問６−３：あなたはどこで最期を迎えたいか】 
	 しゃくなげ荘への評価が非常に高いことから「高齢者施設」という回答がもっと高く

なるかと予想していたが、43%にとどまり、ついで「自宅」が32%となった。 
	 「自宅」を選んだ 12名のうち、しゃくなげ荘に対する評価は、「十分満足」が 8名、
「まあ満足」が 2名、「やや不満」が 2名である。しゃくなげ荘への評価は高くても、
理想の最後の場所は「自宅」ということであろう。 
	 また、「その他」の意見は4名いたが、「介護してくれる子供達の都合に合った場所で
いい。」や「子供達に迷惑かけないで最期を迎えられたらとは思っていますが、どの方法

がいいのか考えさせられます。」というように、子どもへの配慮・遠慮から、希望の死に

場所を言えない（言わない）タイプの方も2名いた。この「子どもや家族に負担・迷惑

をかけたくない」という考え方は、質問７（自由記述式）の回答においても、回答をし

た２９名のうち9名もが言及していることから、死に場所を決める上で主要な動機・理

由のひとつになるものといえよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質問６−４：自分の終末期の栄養補給方法について】 
	 この質問には、９割以上が「最後まで自分の口から食べたい」と答えた。 
	 ちなみに、質問７の自由回答でも、29名の回答者のうち「最後まで経口栄養で」と直
接的言及が3名、また「延命措置は不要」という間接的言及が４名いる。 
	 また、「口から食べられなくなった場合は何らかの栄養補給を希望」すると答えた方は

2名であったが、2名とも「胃ろう」を選択している（質問６−５での回答）。 
 
 
 
 
 

14%	

43%	

32%	

	
11%	

−
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６）故人の終末期の栄養補給方法について（質問６−６） 
	 故人の終末期の栄養補給方法について質問したが、「最後まで口から」という回答が７

割近くあった。枯れるように自然に亡くなるための支援を心がけているしゃくなげ荘の

看取り介護サービスの状況をうかがい知ることができる。 
	 しかし、「胃ろう」や「鼻腔栄養」も合わせて３割近く存在することから、頑なに「経

口で」を押し通すのではなく、諸般の事情を鑑みながら柔軟に対応していることの現れ

ではないかと推察される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７）自由記述式回答（質問７） 
	 人生の最期の迎え方や看取りについて、自由に考え方や意見を質問した。 
	 結果、37名中29名が、自身の考え方を述べてくれた。 
	 長文回答も少なくなく、回答者の意識や関心の高さを物語っている。 
	 回答内容はP３１〜P３２で紹介する。 

92%

	

5%
3%

−

68%	
5%	

24%	

3%	

− 	
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	 この自由記述式回答の内容には、概ね次のような共通点があるものと考えられる。 
●	自宅で最期を迎えるのが理想だが、それは今の時代には難しいことである。 
●	それに、子どもや家族にはできるだけ迷惑や負担をかけたくない。 
●	できるだけ最後まで自力で生活したいが、自分で判断ができなくなったら（認知症

などで）施設に入所せざるを得ないだろう。 
●	なので、しゃくなげ荘のような高齢者施設で看取り介護をしてもらうのがいいだろ

う。 
●	できればしゃくなげ荘がいい。 
●	こういうことは元気なうちに子どもや家族に話しておく方がいいかもしれない。 
●	口から食べられなくなったら延命治療は要らない。 
●	施設の中ではいい人間関係の中で、安らかな最期を迎えたい。 
 
	 これらの意見は、「肉体的に衰え、できなくなることが多くなっていくことを、どう受

け止め、最期を迎えるまでどう対応していくか」に関する回答であると思われる。 
	 自分の人生の終焉に向けて、「人生の締めくくりにあたって、自分という人間が生きた

という表現（自己表現）をどのようにするか」ということに関しては、1 名が「自身の
人生の目的を達成した上で」と記述しているだけで、他の回答ではほとんど言及されて

いない。これは日本人の特性であるのだろうか。 
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３—４．遺族対象ヒアリング調査 
（１）	 ヒアリング調査の概要	

	 ３—３で実施した遺族対象アンケート調査を補完し、遺族として看取りに関する感想や

意見、さらには協力施設である『特別養護老人ホームしゃくなげ荘』に対する評価等を

より具体的に把握すべく、１１家族の遺族（うち１件は家族ではなく後見人）を対象と

したヒアリング調査を実施した。 
 
１）調査対象者 

アンケート調査を依頼した４３の遺族の中から、入居動機・経過で典型的な事例、

特徴的な事例、またヒアリング調査協力をお願いしやすい条件（鹿追町内または

近接町村に在住の方で、しゃくなげ荘に来ていただけるか、調査員が日中に自宅

訪問しヒアリング調査ができそうな環境にある方）などからしゃくなげ荘側で選

んでもらった。 
 

２）	実施日と対象者数 
・	2018年12月15日：２件 
・	2019年  1月15日：３件 
・	2019年	 1月16日：１件 
・	2019年  2月18日：３件 
・	2019年	 2月19日：２件 
 

３）ヒアリングの内容 
・	故人との関係 
・	故人の看取りに関して感想、よかったこと、後悔すること 
・	看取りに関する自身の考え方 
・	しゃくなげ荘に対する評価や意見等 
・	その他 

 
（２）ヒアリング調査結果	

	 次のP３４〜P４２に１１件のヒアリング調査結果の概要を整理して示す。	

	 各ヒアリング調査に要した時間は３０分／件〜１時間半／件とばらつきがあったが、

これは対象者の性格（会話が得意か否か、おしゃべりが好きか否か）や看取りに対する

意識の差によるものであったと考えられる。	

	 調査者側から誘導して話してもらうのではなく、出来るだけ自分の発意と自分の言葉

で話してもらえるように配慮した。	

	 時間の長短はそのような理由で発生したと思われる。	
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（３）	 ヒアリング調査から抽出できるポイントの整理	

	 当然ではあるが、まず、３−３で報告したアンケート回答結果の記述でもあげられてい

た意見が述べられている。	

●	自宅介護は無理が多い。限界がある。	

●	故人も無理な延命治療を望まなかった。口から食べられなくなったら終わりだと思

う。	

●	しゃくなげ荘は信頼感を抱かせてくれる施設であり、まるで「家にいるような空気」

を感じさせてくれる。	

	

アンケートでは出てこなかった類の発言もいくつかあった。	

●	故人を挟んで、親族間（とりわけ兄弟姉妹間）の確執が多い。入所まで誰が生活を

共にしてきたか、最期の世話（入所時の世話）を誰がしたか、葬儀は誰が主導で執

り行ったか、相続はどうなったか等々、揉め事の種は尽きない。	

●	兄弟姉妹・親族間の確執を防ぐ上で、有効な手立てが『グループLINE』の利用だっ

た。日々の介護や本人の変化の様子を、一番近くで見守っている家族が、他の兄弟

姉妹や親族に向けて、その都度LINEで報告するのである。これをしておくことによ

って後々の不満や文句が少なくなったように思う。	
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●	家族にとっても『死の受容の段階』があるように思う（キューブラー・ロスの『死

の受容の五段階説』は本人が自らの死について受容していくステップに関しての説

であった）。自分の大事な親（または家族）を亡くすことになる家族にとって、ひと

つひとつ段階があることを教えてくれ、またその都度知らせてくれることで、精神

的な準備ができる。しゃくなげ荘はそういう心配りもしてくれる施設であった。	

●	病院（日本的医療の思想を色濃く持つ機関）の価値観は、『安全、安心、病状の管理、

そして治療・治癒』である。しかし終末期の高齢者が治療によって治癒する可能性

は極めて低い。一方、高齢者側は、できるだけ安らかに平穏に、そして自由に暮ら

したいと願う。この日本国病院の思想と末期高齢者の暮らしの価値観に大きなズレ

がある。	

●	病院で高齢者の状態を悪化させる事例が多数発生しているようだ。とりわけ拘束（薬

物による拘束も含む）によって認知症を発症させたり悪化させるという事例が少な

くないようだ。	

●	現在の成年後見人には看取りの同意書にも手術の同意書にもサインできない。成年

後見を必要とする人たちには、手術も看取りもしてもらう権利がないというのだろ

うか。また成年後見人に死後処理をする義務はない。しかし死後の対応までできな

いと施設としては引き受けてくれない実態もある。法制度上の課題がある。	

●	直接看取り介護を希望する意思や終末期の看取りの内容について、家族の同意だけ

でなく本人（故人）がその思いを言葉で明確に施設側に伝えた（このケースに該当

する方は3名いた）。	

	

	 さらに、看取りの質の向上に向けて、さらに一歩踏み込んだ意見も出されていた。	

●	『人生劇場紙芝居』制作中のヒアリング調査員来訪や、紙芝居公開上演日を心待ち

にし、それが生きるエネルギーになっていた。	

	 この意見は、人間には「自己表現」あるいは「自己を人に伝えたい」という欲求があ

り、その行為が生きるエネルギーにもつながるという大切さを教えてくれている。今回

ヒアリング調査の対象者の中では、『人生劇場紙芝居』は、調査	No.１の男性とNo.7の

女性の2名が体験しているが、この2名に関しては、紙芝居の制作や上演が、生きる上

での張り合いにもなり、また子や孫たちに残すメッセージにもなっていたといえる。	

	

	 もうひとつ大事な意見があった。	

●	いい施設は、いい看取りは、「施設・職員」＋「入所者」＋「家族」、この三者が共

同で作り上げていくものだ。	

	 これこそ、今回の調査研究の“結論”といって過言ではない内容のものである。この

三者の間に「理想とする介護のあり方」と「信頼関係」のある施設、看取りが、いまも

これからも求められているのではないだろうか。	
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３—５．施設役職員グループインタビュー調査	

	 ３—３で実施した遺族対象アンケート調査及び３—４で実施した遺族対象ヒアリング調

査では、一連調査の協力施設『特別養護老人ホームしゃくなげ荘』への評価の高さや、

同施設に対する遺族からの信頼感を随所で感じさせる結果となった。 
	 しかし、看取りに取組む老人ホームであれば全て素晴らしいというわけではないだろ

う。高評価の背景には「しゃくなげ荘ならではの工夫や努力」が存在するはずである。 
	 遺族からのアンケート記述回答や、ヒアリング調査の内容から、その評価されるべき

点のいくつかは把握できるが、それ以外にも見落としている点があるかもしれない。 
	 そこで、しゃくなげ荘の施設長、副施設長、生活相談員に集まってもらい、しゃくな

げ荘が評価される理由に関して、その心当たりを語ってもらった。 
①	施設長から 
●	利用者や家族といい関係を作る上で、もうひとつ大切なことは「きちんとしたアセ

スメント」である。 
・	アセスメントの方式は「センター方式」を採用している。この方式は記述量が多

く手間がかかるため、採用する施設はあまり多くないと思われるが、家族構成、

本人の思い、最後の迎え方（迎えさせ方）について聴きとるように作られている。 
・	しゃくなげ荘では、新人も先輩職員とともに担当を持ち、アセスメント作成に参

加している。専任職員がPCに入力し処理している施設が多い中で、あえてこう
いうスタイルにこだわるのは、職員に対する「看取り介護の理解」と「当事者意

識の育成」を考えるゆえである。 
・	アセスメントにおいては、家族構成と関係性に着目している。申し込み者・身元

引き受け人（長男や同居者など）以外にキーパーソンが存在する場合があり、そ

の関係性に気づくことが大切であると感じている。 
●	職員に心の余裕があるから、利用者や家族にもいい対応ができる。その心の余裕を

もたらし得るための種々の改善策を講じることが運営責任者としての役割である。 
・	職員が忙しさに追われないよう、可能な限りの業務改善を行う。 
・	ICTを活用し施設のどこからでも連絡・報告や事務作業ができる環境を整え、オ
ムツも質の高い（価格の高い）ものを用いて不要な交換回数を減らす。 

・	事務専任職を置かず、事務職員も介護に参加する。また現場からも事務作業に参

加できるようにする。よって、事務部門の人件費を抑えることができ、その分職

員の待遇向上に役立てることができる。 
●	上下の関係ではなく、横の関係を強化して業務処理環境を改善する。そのため、理

事長にも施設長にもデスクがあるだけで個室はない。事務所はオープンカウンター

で訪れる家族や入所者・利用者からの敷居も低くなり、このことが施設と家族、利

用者との関係を良好に保つ上でも役立つ。 
●	これまで社会福祉法人は既得権益で守られ、また行政との関係も強かった。このこ

とによって職員の業務環境や士気に悪影響を及ぼさないよう配慮しなければならな

い。それが利用者のためにも必要である。 
・	コネ入職等を防ぐために、また現場職員の士気を下げないために、新規職員採用

は、職員による委員会に委ねている。施設長はその結果を尊重し、口は挟まない。
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これによって職員たちの「我が施設意識」も高まると思う。 
・	職員採用だけにかかわらず、多くの問題では職員たちの意見を取り入れる。 

②	副施設長から 
・	職員同士も、利用者や家族に対しても、「まず笑顔ありき」をモットーにしてい

る。 
・	また職員同士に先輩・後輩の上下関係は無く、お互い「ありがとう」を言うよう

にしている。 
・	お客様や家族の方が御帰りになる際は、玄関周辺にいる職員（事務職も介護職も

全員）がお見送りすることにしている。これは施設長が随分と以前から行なって

いたものを職員全員に行き渡らせた“習慣”である。 
・	また、入所者の日々の様子を、詳細に丁寧にわかりやすく伝えることで家族との

信頼関係は確実に良化する。また、入所時だけでなく、日々の様子や変化の内容

に関しても随時こまめに連絡・報告することが、家族に信頼感を感じてもらうた

めに不可欠である。 
・	これらを“自然にできるようになる”ことが大事だと考えている。 

③	生活相談員から 
・	ここの施設は、職員同士上下の関係では無く、水平、横のつながりで成り立って

いる。 
・	管理職などという概念は現場には不要ではないかと思う。 
・	事務職だけでなく介護スタッフも事務所に自由に出入りする。家族も事務所に出

入りする。入所者も頻繁に事務所に出入りする。 
・	先日十勝管内の相談員部会に出席したが、他の施設は「職場の中でお互い自分以

外の専門領域には首を突っ込まない」と言う不文律があるようだ。家族や入所者

に対応するのも生活相談員だけらしい。対してしゃくなげ荘は、全くその逆で、

施設職員全員が施設全体を背負う気持ちを持っている。 
 
	 こうした施設内の様子、職員相互の様子は、研究代表者・共同研究者が調査のために

当該施設を訪れるたびに実感するものでもあった。入居者・訪問者・職員間で交わされ

る自然な挨拶や気配り・対応はインタビューで語られた通りのものであった。こうした

関係や場を醸し出していくうえでのポイントが本調査でも示されるが、それを普遍化・

普及するうえでの体系的な分析も今後の興味深い課題となる。 
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３—６．ナラティブケアを目指した今後のための取組み課題	

	 ３—４で若干触れたが、調査対象者	No.1と	no.7の入所者（現時点では既に両名とも

に故人）に、人生の来し方についてヒアリング調査を行い、そのもとに人生のストーリ

ーをまとめ、描画を付して紙芝居（しゃくなげ荘施設長であり咲良の会理事の山本進が

『人生劇場紙芝居』と命名）を作成した。	

	 自身の人生の出来事を思い出し、その流れや時々の思いを、子どもや孫、時には親族

以外の人々に対して語るということは、高齢者本人にとっても生きる張り合いを感じた

り、気力が充実したりという効果につながるようだ（少なくともNo.1とNo.7の入所者

においてはそうした兆候を観察できた）。	

	 何より、自分の人生を振り返り、そこに付随する様々な感情や学びを整理することは、

そしてそれらを表現すること（自己表現活動）は、人間ならではの（他の動物には与え

られていない）誇りや喜びの獲得につながるのではないだろうか。2 名のモデルにとっ

て、『人生劇場紙芝居』は、最後の自己表現の場になった。	

	 ナラティブケアの本旨は、本人の人生の流れを尊重してケアに取り組むことであるだ

ろうが、中でも『人生劇場紙芝居』づくりの一連の作業や取組みは、人生の流れを思い

起こす、語ることで、本人自身が張り合いや気力の充実を感じることができる、そこに

も大きな意味があるのではないかと思われる。	

	 しかし、全国各地の老人ホーム等で、今後『人生劇場紙芝居作り』やそのための『人

生の来し方ヒアリング調査』を本格的に推進できるかというと、少々悲観的にならざる

を得ない。昨今、特養をはじめ老人ホームの入所者の介護度がどんどん重度になってお

り、認知症入居者の比率も高くなっている。人生の来し方を聞き取りできる高齢者はこ

れから激減していくものと思われるからである。	

	 したがって、ナラティブケアの充実のためには、“要介護以前”期に意識して取組むこ

とが必要になってくる。	

	 	

（１）『人生劇場紙芝居』普及へのチャレンジ	

	 『人生劇場紙芝居』は、しゃくなげ荘施設長であり咲良の会理事の山本進による命名

のものであるが、2016年度、倉原、橘、そして紙芝居師三橋とら氏による聞き取り調査、

ストーリー作り、描画によって初めて制作されたものである。今回のヒアリング調査

No.1とNo.7の故人が在命中に２作を制作、上演した。	

	 この紙芝居に着目した一人が介護界では著名人である三好春樹氏である。三好氏は

2017年夏から年間１〜２回、この『人生劇場紙芝居』を自身の講演会・研修会で活用し

ている。	

	 そして、本事業中にもう一人、この紙芝居に着目する人物が出現した。北海道十勝総

合振興局長である。	

	 本年度7月下旬、山本進と共同研究者橘が、振興局長に、当研究調査計画やナラティ

ブケア、さらには『人生劇場紙芝居』について説明する機会を持つことができた。	

	 十勝振興局は、しゃくなげ荘が立地する北海道十勝地方を所管する道庁の出先機関で

ある。この振興局のリーダーが、当プロジェクトについて強い関心を示した。	

	 振興局長からの提案もあり、早速11月4日にしゃくなげ荘を会場に、振興局と鹿追恵
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愛会が共催で『人生劇場紙芝居鑑賞会』が行われることとなり、また翌11月5日には会

場を十勝振興局に移して、『高齢者の人生紙芝居づくりのパネルディスカッション』も開

催されることとなった。	

	 鑑賞会とパネルディスカッション実施の後、振興局長は、「短大生や高校生などに、そ

れぞれの地域の高齢者から人生の話を聞き取りして、それを紙芝居として表現するとい

うような取り組みを各自治体に働きかけていきたい」と北海道予算を確保し、紙芝居プ

ロジェクトを進めることとなった。	

	 言わずもがなではあるが、これは青少年に対して「福祉や介護の素晴らしさ」を感じ

させる手立てともなり得る。	

	 特定非営利活動法人咲良の会としては、これらの動きを逃すことなく、「人生・人権を

大切に考えた介護とは、を一般市民に理解してもらう」→「看取りの推進、そのための

リビングウィルの必要性を理解してもらう」→「リビングウィルを自然に引き出すヒア

リングや家族や介護者側が高齢者人生を理解してあげられるための紙芝居などの共有化

ツールづくりが有効・重要であることを理解してもらう」という目標の具現化・達成に

向けて、次年度以降も鋭意取り組む所存である。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

11月4日しゃくなげ荘で開催された『人生劇場紙芝居鑑賞会』。挨拶する山本施設長（左）。	

子や孫、ひ孫に囲まれて自身が主人公の紙芝居を鑑賞した入所者（右）。	

11月5日十勝総合振興局で開催された『人生劇場紙芝居づくりのパネルディスカッション』。挨拶する

振興局長（左）。	 	 紙芝居を上演する紙芝居師三橋とら氏（右）。	
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（２）要介護以前の高齢者に対する『人生劇場紙芝居』づくり	

	 本章３−６の前半でも述べたように、特養入所者を対象にした人生のヒアリング調査は

今後ますます難しくなると思われる。	

	 そこで本事業では、参考調査としての位置づけで、まだ元気で記憶や意思も明確な高

齢者を対象とした人生の来し方ヒアリング調査及び人生劇場紙芝居づくりを実施した。	

	 本事業における調査の対象者は８４歳の独身女性であったが、ヒアリング調査の後に

『人生劇場紙芝居づくり』とその『上演会』の実施を行なっただけでなく、次の（３）

及び（４）のような副次成果をもたらすこととなった。	

（３）『人生の来し方時空チャート』の考案	

	 しゃくなげ荘のようにセンター方式による入所者のアセスメントを行なっている施設

でも、ワーカーたちが入所者個々の人生の来し方を把握で来ているかといえば、必ずし

もそうではない。むしろ、若手のワーカー（入所者からは孫のような世代が多い）達の

ほとんどは、入所者達が生きてきた時代背景やその生活価値観を知らない。	

	 一方、自分史を執筆したり、聞き書きボランティアに自分史をまとめてもらったりと

いう活動も各地で散見される。しかし、文章を読まなくなったと言われる若い世代がそ

れらに目を通すことはほとんどない。また多忙な職員にとってそのための時間もとりづ

らい。結局それら自分史や聞き書きノートは、介護スタッフにも家族にも目を通しても

らえないことが多い。	

	 高齢者が生きた背景を理解していなくても看取り介護は可能である。しかし「心」の

部分のケアに関しては、十分とはいえないだろう。人というものは、身体のことだけで

は本当には満足しないからである。	

	 『人生劇場紙芝居』には、高齢者が生きた時代の背景や風潮も、若い世代にわかりや

すく伝えて理解・共有してもらう、そこにも狙いがあった。	

	 しかし、高齢者全員の人生劇場紙芝居を制作することは不可能である。むしろ制作で

きるのは認知・身体能力が保たれている等一定の条件にある僅かな対象者だけであろう。	

	 そこで、当プロジェクトチームでは、人生の来し方ヒアリング調査した８４歳の女性

に関する調査結果を整理・記録する作業過程で考案した『人生の来し方時空チャート（仮

称）』（別紙A-3版資料参照）の活用を推奨したい。	

	 このチャート図は、＜時間＞の流れと＜空間＞の２軸で人生の出来事や思い出を記録

していく形をとる。部分的にではあるが、センター方式よりもはるかに理解されやすい

（地理的に知識のない者や、現代史の知識に疎い若者でも、文章よりは理解を助ける手

立てとなり得る）。	

	 施設のワーカーにとって、ケアすべき高齢者は他人ではあるが、他人の人生の来し方

に多少なりとも思いを及ぼすことのできる人材の育成は必要ではないだろうか。	

（４）模擬生前葬の試み	

	 当プロジェクトチームでは、（２）や（３）で調査協力してくれた８４歳の女性モデル

の『モデル（模擬）生前葬』も企てるところとなった。	

	 従来までの日本の葬儀は、どちらかといえば家族のためのものといえる。今回のモデ

ル高齢者からは、「自分自身のお別れがしたい。最後の自己表現の場にしたい。そのため

には死んでからでは遅い。」という要望があり、新しい葬送のモデルを提案すべく、模擬
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葬儀ワークショップとしての生前葬を実施した。	

	 モデル生前葬は、お葬式というよりも「人生の来し方発表：合同コンサート」のスタ

イルで、音楽とその背景にある時代や生き方の貫き方等をクローズアップするものとし

て、以下のように実施した（P13〜14と重複する内容もあるが再掲する）。	

・	日時：2018年9月29日（土曜日）１２時〜１３時	

・	場所：広島市中区基町中央集会所	

・	参加者：約５０名	

	

模擬生前葬は、次のステップで進めた。	

❶	生前葬をやることの意味、今回の事業の意義の説明	

	 本当は誰だって自分の人生を聞いて欲しいし、肯定して欲しい。	

❷	本人の人生の来し方を『人生劇場紙芝居』（別途添付）で語る	

	 辛かったこと、厳しかったことこそ、それを乗り越えられたときには、一番いい人生

の思い出になっている。でも、この方の一番素晴らしかったところは、苦労を乗り越え

たことよりも、むしろ「好奇心をおしころさないで、どんなことにも果敢に挑戦したこ

と」ではないでしょうか。それが私たちの胸を打ちます（ご本人も涙を浮かべていらっ

しゃいます）。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

❸	本人が子供時代や若者時代に好きだった唱歌を数曲合唱する	

	 思い出の歌は、演歌ではないんだよね。やっぱり童謡、そして唱歌を思い出すよ。	
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❹	学識者から「弔辞」に相当するコメントをいただく	

	 今日の仏さん（まだお元気ですが）、まだ１０年２０年はお元気のようです。今日の生

前葬は「老後」から「ポスト老後」、さらには「スーパー老後」と呼ぶべき年代に向けて、

再度生きるエネルギーを注入するかのような機会だったのではないでしょうか。参加者

の皆さんも生前葬をやってみませんか。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

❺	５０歳下の友人と、８２歳下の友人から花束贈呈。	

	 ご本人は、もう涙涙で二人とハグをしました。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 この模擬生前葬終了後に、約５０名の参加者に対してアンケート調査を行った。	

	 回答を回収できたのは１１名にすぎなかったが、そのうち６名が「自分の人生の話を

家族や友人、あるいはそれ以外の人に聞いて欲しい」と回答した。また生前葬の際、「人

生の歌」を歌って欲しい、歌いたいと回答した人も１０名に上った。	

	

（５）成果としての「対象者のリビングウィルの明示」	

	 その後驚くべきことが起こった。	

	 人生の来し方ヒアリング、模擬葬儀イベントなどをとおして、モデルとなってくれた

８４歳の女性が、本調査の中でしゃくなげ荘に出向き、施設見学を経た後に、「身体が動

かなくなるか、認知症になったときには、私は北海道へ転居してしゃくなげ荘に入所し

ます。広島には残念ながらこれほどの施設がありません。」と明言したのである。実際に

広島からしゃくなげ荘にも赴き、しゃくなげ荘の職員達とも交流を開始している。	
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３—７．今後に向けた調査研究課題	

（１）	 さらに対象を拡げた遺族調査の必要性	

	 今年度調査における協力施設『しゃくなげ荘』の看取り介護サービスは、利用者や家

族からの評価も高く、施設側のヒアリング内容からも、高いレベルで運営されているこ

とが手に取るようにわかる。またこのようなレベルの高い看取り施設は、広島県内でも

散見される（福山市グループホーム『鞆の浦さくらホーム』など）が、まだまだ圧倒的

少数派であり一般的とは言い難い。	

	 しかし、このようなレベルの高い看取り介護サービスは、しゃくなげ荘を含む一部の

施設のものだけであるべきではない。これから益々本格化する多死社会において、この

ような高いレベルの施設が全国各地で増えていかなければならない。	

	 そのためには、まず、全国各地の施設で看取られた高齢者の遺族に対して、今回のよ

うな内容の調査を行い、「現在の施設の看取り介護サービスは、実際にはどのレベルのも

のが多いのか」を把握する必要がある。	

	 そして、施設の看取り介護サービスの実態を全国の高齢者・消費者や民間事業者（有

料老人ホームなど）に向けて公開・広報し、“特養以外のルートから”レベルの向上運動

を仕掛けていくことを考えていくべきではないだろうか。なぜなら、特養は“売り手市

場”であり、かつ社会福祉法人という体制にも守られていることから、残念ながら自ら

改革・改善を仕掛けていける施設は少数派ではないかと思われるからである。	

（２）	 ナラティブケア支援ツールの有効性等調査	

	 ３−６で報告した『人生劇場紙芝居』、『人生の来し方時空チャート図』、そして『生前

葬』などは、ナラティブなケアを推進していく上で必要な考え方を支援できるツールで

ある可能性がある。	

	 こうした支援ツールの普及を測るためには、その有効性・有用性を実証調査すること

で、初めて全国の介護関係者や消費者にアピールできるのではなかろうか。	

	 何れにしても、各アイテムにつき、複数の（できるだけ多数の）モデル（サンプル）

によって実証調査する以外にない。	

	 こうしたツールを施設のワーカーが使いこなすべきかどうかに関しては異論も多いと

思われる（そんな人的・時間的余裕がないと主張する方が大半であろう）が、かといっ

て、こうした“一人一人の人生を深く見つめてくれる機会”が全く無い終末は、人間に

とって幸せであるだろうか。	

	 体の痛みをとってくれ、オムツを交換してくれ、入浴させてくれ、食事の介助をして

くれる。それだけで人は満足できるのだろうか。	

	 施設ワーカーや介護職にその時間的余裕がないというのなら、その代わりを考

えなければならないだろう。そこにこそ、現代日本社会の中で意味を喪失しつつ

ある“地域コミュニティ”の役割が残されているのではないだろうか。	

	 これから多死社会をもたらす、その要因の一つは団塊の世代が高齢者になることだ。	

団塊の世代は、学生運動世代であり、またビートルズ世代でもあり、今終末を迎えてい

る戦前生まれ高齢者とは違って自己主張が多くなるのは当然であると考えられる。	

	 「心」や「文化」に配慮できる介護社会の研究と実践活動を早急に進めなければなら

ないのではないだろうか。	


